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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月27日(2010.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　HIV感染個体を治療するための医薬組成物であって、HIVウイルス量の減少、循環CD4+細
胞集団の増加、及びそれらの組合せからなる群から選択される治療結果を達成するのに有
効な量の請求項１記載のペプチドを含む、前記医薬組成物。
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